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ピクセル検出器において、1フレームの露光時間中に複数の光子が隣り合うピクセルに入射すると、イベント
処理のアルゴリズムによって 1つの光子イベントとして検出される。これをパイルアップと呼ぶ。特に高フラッ
クス天体を観測する際、パイルアップは見かけ上の光子数の減少によるフラックスの過小評価や、光子のエネル
ギーの誤った評価によるスペクトル形状の変化など、無視できない悪影響を及ぼすことが知られている。そのた
め、多くのX線天文衛星では、パイルアップを避けるためにピクセル検出器の特殊な駆動モードを導入している。
XRISM/Xtendでも、CCDの視野を絞ってフレームレートを優先するモード (Window mode) と 1フレームあた
りの露光時間を短くするモード (Burst mode) を導入する。XRISMの公募観測においては、Xtend駆動モードの
選択は観測提案者に委ねられる。
我々は、モンテカルロシミュレーションを用いてXtendによる天体観測を模擬し、パイルアップの影響を評価

する「パイルアップシミュレータ」の開発を行っている。本ツールの最終目標は、天体の明るさに対するパイル
アップの影響、すなわちフラックスの過小評価とスペクトルの歪みについて定量的に評価し、公募観測の際に観
測提案者がXtend観測モードを選択するための指標を提供することである。本ツールは Tamba et al. (2022) が
すざく/XIS 用に開発したものを Xtend 用に改良して実装を行う。本発表では、Xtendの地上試験データを用い
たシミュレーションパラメータの調整と、実際に天体観測を模擬した際のパイルアップの影響について報告する。


